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令和５年度第１回介護保険運営協議会 会議録 

 

項目 内容 

開催日時 
令和５年６月２８日（水） 

午後６時３０分から午後７時４０分まで 

開催場所 二宮町役場 第１会議室 

出
席
者
氏
名 

委員 

１１名 

定本貴明会長、峯佳子副会長、齋藤昌久、吉澤学、山田政雄、 

菅澤富枝、宮内春実、松井陽代、里山樹、西山靜子、高見澤秀男 

事 務 局 

７名 

健康福祉部長 

高齢介護課長、介護保険班長、介護保険班員 1人、高齢福祉班長、

高齢福祉班員 1人 

地域包括支援センター管理者 

その他 
１名 

計画策定コンサルティング (株)アールピーアイ栃木 

欠席者氏名 柴谷寛人 

議 題 

１．開会 

２．あいさつ 

３．議題 

（１）次期計画の策定に向けた基礎資料及びアンケート結果につ

いて 

（２）介護予防・日常生活支援総合事業実績 

（３）包括的支援事業・任意事業実績 

（４）保険者機能強化推進交付金・介護保険保険者努力支援交付

金について 

（５）その他 
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発言者 議題・発言内容及び決定事項 

事 務 局 １．開会 

会長、副会長選任 

 会長 定本貴明    副会長 峯佳子 

  

会長 ２．あいさつ 

 

 ３．議題 

 

（１）次期計画の策定に向けた基礎資料及びアンケート結果につい

て 

コンサル （資料１）コンサルより説明 

  

会長 資料１の説明に関して、何か質問はありますか。 

  

委員 計画策定の背景について、二宮町の計画なので、国の動向とあわ

せて二宮町の姿をもう少し具体的に書き込んだ方が、町の計画だと

わかりやすいのではないでしょうか。 

  

会長 二宮町の実態に合わせて、具体的に示せると良いと思います。そ

の他質問はありますか。 

  

委員 ６ページの３区分の人口推移の部分に関してですが、以前もらっ

た８期の計画書と比較して、令和２年の要介護の推移の値が少し違

うのではないかと思います。町の人口が令和２年 28,431人ですが、

今回は 28,378人です。年齢別高齢者人口の推移も令和２年が違って

いると思いますので、確認をお願いします。 

  

コンサル 数値をまとめる上で、第８期計画の数値も見直していた中で、令

和２年の数値の時点がずれているところがあり、修正して新しい資

料を作成しましたが、数値に関しては間違いの無いようもう一度確

認します。 

  

委員 前回と数値が違う場合は理由が明記されていれば理解できるので

すが、比較した時に数値が明らかに違うと、疑問をもつので、理解

できる内容にしてもらえればと思います。 
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事 務 局 ありがとうございます。その部分については今回表記を変えさせ

ていただいて、資料の部分でいうと 10月 1日現在と表記しておりま

す。また、令和５年の直近の数値がまだ出ていないため、その旨記

載しています。第８期計画の数値は、10 月 1 日で揃っていなかった

状況です。ご指摘の通り直していきたいと思います。ありがとうご

ざいます。 

  

会長 ありがとうございます。続いて、資料の２―１、２－２に関して

の説明を担当者よりよろしくお願いします。 

  

事 務 局 （資料２―１、２－２）事務局より説明 

  

会長 ありがとうございます。資料２－１、２－２に関しては先程の資

料１の 29ページの数字をグラフ化したものですが、委員の方でなに

かご意見ありますか。 

  

副会長 資料２－１のグラフの方が分かりやすいです。数字はよくわから

ないです。 

  

会長 資料２－１の方が分かりやすいでしょうか。では、続きまして資

料３について担当者より説明よろしくお願いします。 

  

事 務 局 （資料３）事務局より説明 

  

会長 ありがとうございます。第９期計画に対しての基本理念に関する

キーワードなど、例に載っている以外に何かありますか。 

  

委員 感覚的なものですが、自立という言葉が自己責任を問われるよう

に感じます。老後の 2,000 万円問題の発言もありましたが、今の社

会状況を考えると、趣旨は違うと思いますが、自立や自己責任感を

強く問われているように感じます。もう少し自分らしく生きられる

地域づくりといったニュアンスで検討できると良いと感じます。 

  

会長 キーワードの例に「自分らしく」というワードがありますが、柔

らかい表現に感じます。 
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委員 高齢になると、いろいろな部分が弱くなってくる中で、自立と言

われてしまうと、大事なことではありますが、もう少し柔らかい言

葉の方が良いような気がします。 

  

副会長 当事者だけではなく、関わる方として、自立支援をしていくとい

うことを、「自分らしく生きてもらうため」など上手く文言にでき

れば良いと思います。 

  

委員 やはり自分らしく生きるというのが基本にあると思いますので、

みなさんで支え合いながらも自分らしく、自宅で過ごしていけるよ

うに、介護保険を使ったりしながら、支え合うというのも大事だと

思います。 

  

委員 現在の基本理念のように「自立で安心」で切られると、委員が言

っていたことと少しニュアンスが違ってくるように感じます。 

  

副会長 「自立できるように」などが考えられるが、あとは自立したいと

思っているかどうかもあるとは思います。 

  

委員 自立って介護する側の視点に感じます。本人も自立したいとは思

っていると思いますが。 

  

委員 今日決める必要はありますか。 

  

事 務 局 いえ、キーワードや意見を出してもらえれば、次回に向けて案を

作りたいと思っています。 

  

委員 先程意見があったように、「支え合う」というのが良いと思いま

した。第６期計画からの「地域で」というところが大事だと思いま

すが、「地域」や「支え合う」といったところを少し強調していっ

ても良いと思いました。 

  

委員 例にある「ゆるやかな見守り」ですが、見守りといっても、見守

られる側は危ないからと監視されているような感じになってしまう

から、「ゆるやかに」というのが良いと思いました。 
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会長 よろしいですか。時間的な制限もありますので、委員の方から出

たキーワードを参考にして、案をよろしくお願いします。 

これで資料１、２、３に関しての質問は終わりにしたいと思いま

す。続きまして、議題（２）の「介護予防・日常生活支援総合事業

実績」に関しての資料４につきまして担当者より説明よろしくお願

いします。 

  

 （２）介護予防・日常生活支援総合事業実績 

事 務 局 （資料４）事務局より説明 

  

会長 ありがとうございます。今の報告に関して、委員の方から質問は

ありますか。 

  

委員 一般介護予防事業についてですが、行政としては通いの場をやっ

ていて、ゆめクラブは行政の中では一般的な任意団体となりますが、

令和４年の延べ人数は約４万５千人と、相当な人数が活動していま

す。これをどう取り入れるか、取り入れないのか、どのようにお考

えですか。 

  

事 務 局 会長とやり取りしていて、ゆめクラブの報告もいただきますが、

過去の部分については、報告のやり取りはなく、現在の会長になっ

てから情報のやり取りをして把握している状況です。今後も情報を

いただきながら、活用できる部分は大いに活用して、ＰＲに役立て

ていけたら良いと考えています。 

  

会長 町とゆめクラブで交流を持っていければ良いかと思います。その

他意見などよろしいですか。ありがとうございました。 

続きまして、議題（３）の包括的支援事業・任意事業実績につい

て担当者より資料５の説明をよろしくお願いします。 

  

 （３）包括的支援事業・任意事業実績 

事 務 局 （資料５）事務局より説明 

  

会長 ありがとうございました。資料５に関して質問ありますか。 
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委員 任意事業の中の介護サービス相談員派遣事業に関しては、新型コ

ロナウイルス感染拡大防止のために中止とありますが、今後は再開

されるのかどうかという点と、相談員派遣はどういう状況の時に起

こるのかを教えてもらいたいです。 

  

事 務 局 介護サービス相談員派遣につきましては、令和４年度は中止とし

ていますが、令和５年度は再度施設に対して受け入れ可否について

のアンケートを取り、可能な施設に、随時、派遣を再開します。介

護サービス相談員が事業所に行き、利用者と対面で話しを聞く等、

現状を町に伝えて、問題があれば、対応策を施設と検討していくこ

とをしています。 

  

委員 介護サービス相談員とは、どんな事をしているのですか。また、

世間では、サービス提供者や介護者へのハラスメントも社会的な問

題になっています。町内では、そのような事案はないのか聞きたい

です。 

  

事 務 局 介護サービス相談員は、介護サービスを利用している人に対して

聞き取り等をして、町に伝えてもらっています。また、ハラスメン

ト的な件についての報告はないです。 

  

委員 わかりました。ありがとうございます。 

  

委員 福祉有償運送運転者講習会について、講習会を受けられるのは二

宮在住の方のみですか。美容院の方が送迎を始めて、その運転手が

二宮町の方ではないのですが、ほとんどが二宮町の方の送迎をして

います。 

  

事 務 局 町の介護保険料を使わせていただいているため、町内で町民の方

にやっていただけるのが一番です。ただ、近隣の方が二宮町民のた

めにやっていただけるのであれば、講習会が定員に達していない場

合、検討できるかと思います。原則は町在住の方でお願いをしてま

す。 

  

委員 わかりました。 
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委員 先程のアンケート結果と関係しますが、認知症対策を進めていく

上で重要なこととして、「認知症初期集中支援チームの関わり」が

１番重要だというアンケート結果が出ていますが、現状、認知症初

期集中支援チームの対応は０件となっています。もう少し周知など

を行った方が良いのではと思ったのですが、今後利用に繋げるため

の施策などは考えていますか。 

  

事 務 局 現状ホームページでは、認知症初期集中支援チームについての周

知を行っています。なお、認知症初期集中支援チームは、色々な活

動がありますが、相談自体は地域包括支援センターに入って、地域

包括支援センターが先に動くため、認知症初期集中支援チームが対

応しなくても、支援に繋がっているケースが非常に多く、対応とし

ては出来ています。しかし、せっかく認知症初期集中支援チームが

あるので、今回のアンケート結果も踏まえて、実績にも繋げられる

よう今後考えていきたいと思います。 

  

会長 地域包括支援センターと連携して色々とやってもらえればと思い

ます。続きまして、議題（４）「保険者機能強化推進交付金・介護

保険保険者努力支援交付金について」、資料６について、担当者か

ら説明お願いします。 

  

 （４）保険者機能強化推進交付金・介護保険保険者努力支援交付金

について 

事 務 局 （資料６）事務局より説明 

  

会長 ありがとうございます。資料６につきまして、委員の方、なにか

質問ありますか。 

  

委員 以前は細かい配点が資料としてついていたと思うのですが、今回

はないのですか。 

  

事 務 局 前回もこの資料を使わせていただいています。また、県からその

報告がまとまってきてしまっている部分があり、詳細を出すのもな

かなか困難になっている現状があります。 

  

委員 保険者機能強化推進交付金のところで、介護人材の確保の部分、



- 8 - 

非常に点数が低くなっています。全国的に問題にはなっていますが、

町としてどのように考えて対策を取っていくか教えてください。 

  

事 務 局 介護人材の確保については、難しい部分もありますが、今も介護

職員初任者研修を受けた方に対して助成をしています。年度で３人

なり予算の範囲内で応募がある状況ですが、研修を受けた方をどう

繋げていくかも今後の課題として検討していきたいと思います。 

  

委員 介護職員初任者研修を受けた方は必ず職に就いているということ

ではないのですか。 

  

事 務 局 当然繋がる方もいるのですが、とりあえず資格だけ取得して職に

就くまでには至っていないという方もいます。 

  

委員 強制は出来ないですが、せっかく受けていただいた方を、いかに

人材確保に繋げていくのかの働きかけはもっとしても良いのかと思

います。 

  

事 務 局 仕事に就いて継続して働いている方に対し、支援金といったサポ

ートはしている現状ではあります。 

また、先程の福祉有償運転者講習会について、一昨年から２年間

行っているのも、介護人材の確保という点があります。運転や介助

ができる人が増えれば、介護に携わっているヘルパーが本来の仕事

に集中できるのではないかと考え進めています。実際に事業所で運

転手を希望しているところがあれば、町で受講者をマッチングして

います。 

  

委員 例えば平塚市では、地元の高校生に、介護の教育をしています。

予算の関係もあると思いますが、二宮高校もありますし、介護現場

の体験など、町が中心となって、長いスパンで見て対策していくの

も良いかと思います。 

  

事 務 局 ありがとうございます。それに近い部分では、認知症サポーター

養成講座を中学生の授業の中に取り入れてもらえるように、ここ数

年進めていて、ちょうど今年で３年目となります。 

  



- 9 - 

委員 介護予防日常生活支援は全国平均と比べて低いのはどうしてです

か。 

  

事 務 局 介護予防日常生活支援の項目は、令和４年度で 12項目ありますが、

通いの場の参加促進のアウトリーチが出来ていなかったため、今後

はそのあたりのやれることを増やしていけたらと考えています。あ

とは、多様なサービスやその他の生活支援サービスの推進について、

まだ実施できていない状況になっていたり、関係団体との連携によ

る専門職への関与の仕組みが構築されているかというような項目

や、社会福祉法人、医療法人、ＮＰＯ、民間サービスと連携した介

護予防の取り組みを実施しているかという項目、介護予防のデータ

活用により介護予防の取り組みに関わる課題の把握を行っているか

という項目の点数が低い状況になっています。 

  

委員 今後改善しますか。 

  

事 務 局 町の状況に即して、改善できる項目は改善していきたいと思いま

す。 

  

会長 全国平均よりも二宮町が悪いところは改善をよろしくお願いしま

す。議題（４）についてはこれで終わりにします。 

  

 （５）その他 

 （質疑応答なし） 

  

会長 色々な意見をありがとうございました。第１回介護保険運営協議

会に関してはここで終了します。どうもありがとうございました。 

【閉会】 

 


